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川崎 晃一

九州大学名誉教授 -九州産業大学教授

第1四時間生物学世界大会 (WCC)が9月9日から 12日までの4日間、本間研一会長主宰のもと北海道大学で

開催された。この大会は第10回日本時間生物学会とジョイン卜して行われ、世界に先駆けて時間生物学に関連

のある 13の学会が参加した、本学会史上でも画期的な特筆すべき世界連合の大会となった。外国からは150名

以上が参加し、全参加者は600名を越えて、好評のうちに閉会した。イラク戦争の勃発やSARSの流行など国際

学会開催には非常に不利な状況の中での運営であったため、本開会長はじめ組織実行委員会のメンバーの方々

や大会の運営に携わられた関係各位はさぞかし気をもまれたことと拝察する。そのような厳しい状況下にあっ

たにも関わらず本大会を成功裏に終えられたことに、参加者の一人としてまず心からお祝いと感謝の意を表し

たい。また私事であるが、第10回日本時間生物学会総会で、この分野の泰斗である川村浩、千葉喜彦両先生に

次いで、他の3名の先生方と一緒に名誉会員に推薦していただいた。ここまで発展してきた日本時間生物学会

の前身の一つである「生物リズム研究会」を 1983年に立ち上げ、その小さな・芽'を運営委員会の一員ならび

に事務局として細々と育て続けてきたこと、さらに第5回日本時間生物学会の会長をつとめたこと、などを評

価していただいたものと思われるが、大変名誉なことであり、終生忘れ得ぬ学会となった。

名古屋大学の海老原編集委員長から巻頭言の原稿依頼があったが、今や時計遺伝子を初め、分子遺伝学の分

野などの発展が目覚ましい状況の中で、時代遅れの人間が本誌の巻頭言を執筆することには内心佃促たる想い

があった。しかし、内容は一切問わず好きなことを書いてよろしい、ということだ、ったので多少負担が軽くな

りお引き受けした。また、本学会が設立10年という節目を迎えた機会に、わが国に芽生えた時間生物学のこれ

までの流れを、若い会員の方々にも知ってもらい、 二 ト一世紀の学問ともいえる時間生物学の更なる発展を目

指していただきたいという願いをお伝えしたいとの思いも強かった。本学会発足当時のことは高橋清久現理事

長と私が学会誌1巻I号(1995)に述べているので出来るだけ重複を避け、ここでは個人的なエピソードも含め

て時間生物学との関わりを振り返り、私見にも触れてみたい。

本学会の前身は、今から20年前(1983年)に「生物リズム研究会」として会員約150名で発足した。当時代

表幹事としてこの研究会を設立し、発展にご尽力してこられた高木健太郎先生をはじめ、何人かの委員の方々

はすでにお亡くなりになっているが、発足当時の運営委員のうち、 川村先生、千葉先生、登倉先生と私の4名

が現在日本時間生物学会の名誉会員に推薦されている。高木先生は医学、理学、農学などの縦割りの学問の垣

根を取り払った学際的な研究会にしたいという強い信念を持っておられた。この研究会が徐々に発展し会員も

増えてくるに連れて、学生や院生はもとより若手研究者もいない九州大学健康科学センタ という小さな組織

の中で、私と上国助教授(現教授)の二人で事務局を担当していくことは物理的に不可能となり、運営委員会

に諮って1992年に事務局を岡山大学理学部中島秀明教授の研究室に移した。人的あるいは経済的な苦労を重ね

ながら、約10年間手作りの活動でその火を消さずに継続してきたこの研究会を振り返って見るとき、 1993年に

「臨床時間生物学研究会」と併合して誕生した日本時間生物学会が、わずか10年で今回の世界大会を開催する

までに成長したその発展ぶりには目を見張るものがあり、まさに感慨一入である。

もともと高血圧の臨床的研究を行ってきた私が時間生物学の研究に携わったのは、米国国立衛生研究所 (NIH)

の臨床研究所長であったBartter博士のもとに留学した 1973年のことである。博士は2つの疾患 (Bartter症候

群と Schwartz-Bartter症候群)に名前がつけられているほど有名な臨床医であり、また優れた研究者でもあっ

た。功なり名遂げられた晩年は友人のミネソタ大学Halberg教授と共同で時間生物学の研究に着手されていた。
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私はその研究を発展させるためにVisitingScientistとして招聴されたと認識していたが、博士は具体的なテ

マを与えたり、細かな指示をされる事はあまりなく、 2週にl回程度研究に関する討論をしながら、 2年後帰国

する直前まで臨床研究を続けていた。このように自由に研究をさせていただいただけにプレッシャーも感じた

が、自分のペースで臨床研究を進めることが出来、大変幸せで・あった。留学期間の2年間でデータをまとめる

ことが出来なかったため、博士の許可を得てすべてのデータを持ち帰り、帰国後苦労を重ねて数編の論文にま

とめて、 NIHから副学長として栄転されたテキサス大学へ送った。しかし、日の目をみたのは時間生物学の研

究とは無縁の「食塩感受性高血圧Jに関する論文 (AmJ Med. 1978)だけであった。博士はテキサス大学在任
中に不幸にも急逝されたため、帰国後長い時間を費やしてまとめた研究論文は、博士の死後他の共同研究者ら

によって、症例を追加したり修正加筆したりして発表されたようであるが、何の連絡もないままであった。博

士亡き後のことであり、そのことに対してクレイムをつける気力も失せてしまった。69歳での早すぎた博士の
死は惜みであまりあるものがある。

帰国後間もなくして、 Halberg教授との日米共同時間疫学研究で私どもは時間生物学に関する研究を日本で

も継続して行うようになった。臨床時間生物学あるいは時間医学には大変興味を持って取り組んだが、自分自

身が専門家という大それた気持ちはなく、また時間生物学の研究を生涯の主要研究テーマとしてきたわけで、も

ない。しかしながら、この学問との関連で、行ってきた一連の日米共同研究あるいは九州大学における臨床研究

はかなりの数にのぼっている。中でも代表的な仕事として、「日本人正常血圧者の24時間血圧変動の基準値作

成Jをあげることが出来る。この研究は、厚生省科学研究班の班長と して全国の血圧変動研究に携わっている
専門医17名と共同で行い、足かけ10年近くかけて原著・ 専門書などにまとめる事が出来た。莫大な量のデータ

を収集して下さった班員の方々やデータをまとめ解析に協力して下さった方々にこの場を借りて感謝の意を表

したい。

Chronobiologyの創始者といわれている Halberg教授は、強烈かつ個性的な性格と学問に対する飽くなき情熱

をもって、世界中の多くの研究者と共同研究を進めてこられた。彼はまた多くの造語を世に送りだしたが、そ

の中の一つで最もポピュラーな、ircadian"rhythmという言葉は、 Mullerらが心筋梗塞の発症に24時間の周

期性がみられることを、 1989年に発表した一流専門誌の原著論文タイトルに使用したのがきっかけとなり、臨

床医学にも広く使われるようになった。常識を超えていると言っても過言ではない彼の研究に対する情熱は、

二度にわたる心臓バイパス手術を受けられたあとの現在もなお、ペースを落とさずに保ち続けておられるよう

である。八十路をはるかに過ぎても一向に衰えぬ学問に対する真撃な態度とそのエネルギーは、とても凡人の

真似できるものではない。彼に対しては批判的な研究者も少なくないかもしれないが、私は今だに衰えぬ彼の

研究に対するひた向きな姿勢には尊敬の念を持っている。

時間生物学は、遺伝子から字宙まで壮大な広がりを持つ、学際的な学問として発展してきている。しかし、

最終的に自然科学は「人類の幸せ」ゃ「ヒトを取り巻く環境との共存」などを目指していると考える。オーダー

メイド医療の時代を迎えようとしている現在、時間医学やl時間治療学が臨床医学・医療の分野で益々重要視さ

れてくるのは疑うべくもない。今後とも日本時間生物学会が、専門家だけではなく、時間医学や時間治療学に

興味を持っている多くの臨床医をも包含して発展して行くことを、心から願って止まない。

(2003年10月7日)
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